
インデックス： 

参院選を総括 ２ 

ＢＢメールが15号 ２ 

ヘレン・ケラー音コン ３ 

サリバン賞に李氏 ３ 

会報第11号                       2007年12月18日発行 

  青い鳥     発行人 藤元  節 

編 集 広報委員会 

 PAGE １ 社会福祉法人 東京ヘレン・ケラー協会 Established  in 1950 

 

視
覚
障
害
者
の
た
め

の
さ
ま
ざ
ま
な
便
利

グ
ッ
ズ
や
生
活
用
具
を

販
売
し
て
い
る
盲
人
用

具
セ
ン
タ
ー
は
、
４
月

に
要
員
を
強
化
し
、
積

極
的
な
販
売
展
開
を
し

て
い
る
が
、
10
月
に
は

「
盲

人

用

具

カ

タ

ロ

グ
」
を
ス
マ
ー
ト
で
見

や
す
く
し
、
商
品
の
ラ

イ
ン
ナ
ッ
プ
も
一
新
し

た
。
ま

た

例

年

の

点

字
・
墨
字
版
に
加
え
、

今
年
は
テ
ー
プ
版
も
作

成
し
て
利
用
者
か
ら
好

評
だ
。
当
協
会
発
行
誌

に
「
ご
希
望
の
方
は
ご

連
絡
を
」
と
Ｄ
Ｍ
を
入

れ
た
と
こ
ろ
、
す
で
に

80
人
近
く
の
方
か
ら
問

い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。 

 

商
品
の
注
文
は
圧
倒

的
に
電
話
が
多
い
の
だ

が
、
最

近

は

ホ

ー

ム

ペ
ー
ジ
を
見
た
方
が

メ
ー
ル
で
注
文
す
る
回

数
が
増
え
て
き
て
い

る
。
昨
年
の
メ
ー
ル
件

数
は
ゼ
ロ
だ
っ
た
の

に
、
今
年
は
10
月
以
降

10
件
以
上
来
て
い
る
。

こ
れ
は
広
報
委
員
会
に

尽
力
い
た
だ
い
た
結
果

の
表
れ
だ
ろ
う
（
ち
な

み
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
は
、
テ
キ
ス
ト
フ
ァ

イ
ル
、
点
字
デ
ー
タ
、

Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
の
３

種
類
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
る
）
。 

 

メ
ー
ル
注
文
の
内
訳

は
、
学
校
や
役
所
な
ど

の
公
的
機
関
と
視
覚
障

害
者
個
人
の
割
合
が

半
々
と
い
う
具
合
だ
。

予
想
以
上
に
売
れ
て
い

る

の

が
、
「
フ

ァ

ル

フ

ィ

ッ

ト
（
耐

刃

手

袋
）
」
と
「
な
く
し
も

の
発
見
器 

千
里
眼
」

と
い
う
商
品
で
あ
る
。

フ
ァ
ル
フ
ィ
ッ
ト
は
、

カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
な
ど

の
刃
物
を
使
う
と
き
や

庭
木
の
手
入
れ
な
ど
の

作
業
時
に
使
用
す
る
。

指
先
に
特
殊
加
工
を
施

し
て
あ
り
、
滑
り
に
く

く
手
を
傷
つ
け
な
い
た

め
精
密
機
器
の
細
か
い

作
業
に
も
適
し
て
い

る
。
ま
た
千
里
眼
は
、

送
信
機
と
受
信
機
が
各

１
個
ず
つ
付
い
て
い

て
、
送
信
機
の
ボ
タ
ン

を
長
押
し
す
る
と
受
信

機
が
電
子
音
で
応
え
る

と
い
う
も
の
。
使
用
方

法
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
靴

を
脱
い
だ
時
に
受
信
機

を
靴
の
中
に
入
れ
て
お

い
た
り
、
車
や
会
議
な

ど
指
定
さ
れ
た
席
を
離

れ
る
時
に
受
信
機
を
置

い
て
お
き
、
戻
る
時
に

送
信
機
の
ボ
タ
ン
を
押

す
と
音
で
場
所
を
知
ら

せ
て
く
れ
た
り
す
る
の

で
、
捜
し
物
や
戻
る
場

所
が
分
か
り
や
す
く
な

る
と
い
っ
た
優
れ
物
。 

 

今

後

は
、
ホ

ー

ム

ペ
ー
ジ
上
で
の
情
報
提

供
を
も
っ
と
充
実
さ

せ
、
ネ
ッ
ト
通
販
も
試

み
た
い
。
来
年
度
は
デ

イ
ジ
ー
版
カ
タ
ロ
グ
発

行
や
、
第
２
弾
オ
リ
ジ

ナ
ル
グ
ッ
ズ
発
売
な
ど

も
予
定
し
て
お
り
、
さ

ら
に
視
覚
障
害
者
に
役

立
つ
盲
人
用
具
セ
ン

タ
ー
に
し
よ
う
と
張
り

切
っ
て
い
る
。
（
盲
人

用
具
セ
ン
タ
ー
） 

 
ネ
ッ
ト
活
路
、
右
肩
上
が
り

ネ
ッ
ト
活
路
、
右
肩
上
が
り

ネ
ッ
ト
活
路
、
右
肩
上
が
り 

 
 
 

 
盲
人
用
具
セ
ン
タ
ー 

カ
タ
ロ
グ
一
新
し
好
評 

 

 点訳ボランティア養成講習会 

  13人が修了、仲間入り 

 ５月８日にスタートした2007年度

点訳ボランティア養成講習会が、９

月４日に全16回の日程をすべて修了

した。前年度に引き続いての点訳講

習会だったが、今年は応募者が多く

予定枠より１人増やして16人が受

講、途中やむを得ない事情で断念し

た人もいたものの、結局13人が最後

までやり遂げた。 

 半年近い講習ですっかりうち解け

た講習生はすでに同期意識が芽生え

たようだった。 

 修了者はさらにブラッシュアップ

するために、引き続いて点字図書館

職員の個人指導を受けるが、実力が

ある程度ついたと判断した段階で、

図書館のボランティアグループに加

わり、点訳本の製作に取り組むこと

になる。（点字図書館） 

 

 2007 年 度 の ヘ レ ン・ケ

ラー学院同窓会総会が６月

27日午前11時から、東京ヘ

レン・ケラー協会ホールで

開かれた。当日はヘレン・

ケラー女史の誕生日にあた

り、学院は休日となるため

毎年この日総会が開かれる

ことが恒例になっている。 

 総会には約70人の同窓生

が出席。18年度事業報告・

決算、19年度事業計画・予

算案が満場一致で承認され

た。２年に１度の役員改選

期にあたる今回は、会長に

愛宕宏さん、副会長に長谷

川清さんと高山米子さんが

いずれも再任され、今後２

年間同窓会をリードしてい

くことになった。 

 午後からは懇親会。ギ

ターとフルートによる特別

演奏で幕を開いた会は、愛

宕会長の司会で参加者の近

況報告が続き、最後に学院

歌と愛唱歌「幸福の青い

鳥」の大合唱でお開きと

なった。 

    学院同窓会 

愛宕会長ら再任 

  フルート演奏も 



       青い鳥 PAGE ２ 

 

点
字
出
版
所
が
視
覚
障
害
者
選
挙

情
報
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し

て
初
の
参
院
選
に
取
り
組
ん
だ
。
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
４
年
前
に
立
ち
上

が
り
、
当
協
会
は
昨
年
参
加
を
決
め

た
。 

 

か
つ
て
、
点
字
出
版
所
に
と
っ

て
、
選
挙
は
け
た
外
れ
の
利
益
を
も

た
ら
す
打
ち
出
の
小
槌
だ
っ
た
。
固

型
印
刷
機
２
機
を
フ
ル
稼
働
さ
せ
れ

ば
、
ど
こ
も
真
似
が
出
来
な
い
大
量

印
刷
が
で
き
た
か
ら
、
衆
参
両
院
の

選
挙
年
に
は
４
～
５
千
万
円
の
売
り

上
げ
が
あ
り
、
選
挙
が
無
い
年
に
取

り
崩
し
て
も
、
残
る
ほ
ど
潤
っ
た
。 

 

点
字
読
者
に
、
よ
り
多
く
の
選
挙

情
報
を
届
け
る
と
い
う
大
義
名
分
は

理
解
し
て
も
、
長
年
積
み
上
げ
て
き

た
既
得
権
を
手
放
し
、
他
の
施
設
に

小
分
け
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
加
入

は
、
苦
渋
の
選
択
で
あ
っ
た
だ
ろ
う

と
想
像
す
る
に
難
く
な
い
。 

 

７
月
の
参
院
選
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
総
体
で
８
万
部
を
印
刷
し
た

が
、
そ
の
う
ち
２
万
部
を
点
字
出
版

所
が
請
け
負
っ
た
。
２
番
手
の
点
字

毎
日
で
すyou 

ら
９
２
６
０
部
、
あ

と
の
施
設
は
数
千
部
ず
つ
と
推
し
て

知
る
べ
し
。
協
会
の
ガ
リ
バ
ー
ぶ
り

が
際
立
て
い
る
。 

 

終
わ
っ
て
み
れ
ば
、
も
う
少
し
や

れ
た
の
で
は
、
と
の
声
が
出
る
の
も

う
な
ず
け
る
。 

 

日
本
点
字
図
書
館
が
原
版
を
作

り
、
大
阪
の
点
字
毎
日
が
校
正
す
る

と
い
う
仕
組
み
も
、
あ
ら
か
じ
め
日

程
が
見
え
て
お
り
、
公
示
か
ら
投
票

ま
で
17
日
あ
る
参
院
選
ゆ
え
に
、
な

ん
と
か
こ
な
せ
た
も
の
の
、
噂
さ
れ

て
い
る
衆
院
選
を
予
想
す
る
と
、
い

さ
さ
か
恐
く
な
る
。
選
挙
期
間
は
火

曜
日
公
示
で
翌
々
週
の
日
曜
日
投
票

の
12
日
し
か
無
く
、
小
選
挙
区
は
３

０
０
を
数
え
、
比
例
区
は
11
ブ
ロ
ッ

ク
、
し
か
も
解
散
か
ら
40
日
で
選
挙

と
な
る
と
容
易
な
ら
ざ
る
事
態
が
見

え
て
く
る
。 

 

慎
重
を
期
す
の
は
も
ち
ろ
ん
だ
が

受
注
数
の
見
極
め
に
も
大
胆
さ
が
必

要
か
も
し
れ
な
い
。
同
時
に
選
挙
頼

み
の
経
営
体
質
を
改
め
て
、
月
々
の

安
定
的
な
収
益
を
確
保
す
る
こ
と
が

肝
心
と
言
え
る
。 

（
点
字
出
版
所
・
迫 

修
一
） 

 一昨年10月に創刊した協会のメールマガジ

ン「ＢＢメール」が、この12月発行で15号を

数えた。毎月１回の発行だが、「ほぼ月刊メ

ルマガ」と位置づけて、それほど厳密な発行

計画を立ててきた訳ではない。それでも伝え

たいことは必ずあるもので、これまで順調に

出し続けることができた。 

 創刊号では発刊の主旨について「点字出版

所は1968年に、毎日新聞社からの４人の出向

者により泥縄式に設立されたという特殊な経

緯もあり、……協会内部での意見や情報の交

換、運営方針の徹底が必ずしも十分ではあり

ませんでした。協会報『青い鳥』の発行や

ホームページの開設などを通して、徐々に協

会は一体であるとの認識が出版所の職員にも

芽生えるようになったのは、つい最近のこと

です。しかし、日常的に業務上の交流がない

部門も多いので、いまでもまだ十分風通しが

良いとはいえません。そこで広報委員会で

は、これらの現状をいくらかでも改善すべ

く、このたび、協会報『青い鳥』とは別に、

メールマガジン『ブルーバード・メール』、

略して『ＢＢメール』を創刊することにしま

した」と書いた。 

 この趣旨は現在も継続している。そして確

かに言えるのは、この１年３カ月で協会の風

通しがとても良くなったことだろう。これは

広報委員会の役割の一つでもある「内部情報

の共有化」がＢＢメールを通じて進んできた

ことの証といえるのではないか。 

 ただ、掲載される情報は一部の職員の網に

かかったものだけというのが弱点である。

もっと多くの人からの投稿が載るようになる

と、さらに楽しく充実したメルマガになるだ

ろう。メール愛読者からメール投稿者に。こ

のヘンシンを期待している。 

             （広報委員会） 

ＢＢメールが15号 

 順調に発行 
  協会情報のパイプ役 

 
 

参
院
選
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
初
参
加 

 点字選挙公報 

課
題
、
衆
院
選
が
正
念
場 

 

 ボランティア懇親会開く 点字図書館で奉

仕活動をしているボランティアに感謝を捧げるボラン

ティア懇親会は10月24日、協会３階ホールで開かれた。

33回目の今回は出席者は約50人と盛況な懇親会となっ

た。 

 奉仕活動を５年間務めてきた人が対象の感謝状贈呈該

当者は13人。藤元節協会理事長から出席したひとりひと

りに心をこめた感謝状が手渡された。 

 記念講演はノンフィクション作家の黒岩比佐子さんに

お願いした。「明治の“食育”小説ー村井弦斎の『食道

楽』」のタイトルで、今ブームの「食育」という言葉が

すでに“忘れられた作家”村井弦斎によって語られてい

たことや、当時の大ベストセラー作家であった弦斎にま

つわるエピソードなどを楽しく話してくれた。 
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ヘレン・ケラー賞 

筑波大附属視覚特別支援校トリオに 

 第22回ＪＴシチズンシッ

プ・イベント「第57回ヘレ

ン・ケラー記念音楽コン

クール」（東京ヘレン・ケ

ラー協会主催、ＪＴ共催、

文部科学省、毎日新聞社、

毎日新聞社会事業団、点字

毎日など後援）が勤労感謝

の日の11月23日、東京・港

区のＪＴホールアフィニス

で開かれ、器楽、声楽の２

部門に児童、生徒、学生ら

計38人が出場した。 

 今年から小学生低学年に

課題曲の部を設けるなど新

しい試みを取り入れ、また

審査員の顔ぶれも変わって、熱気あ

ふれる新鮮なコンクールとなった。 

 もっとも感動を与えた演奏者に贈

られるヘレン・ケラー賞は、重唱で

歌劇「魔笛」から「恋を知るものこ

そは」を歌った北原新之助さん、高

山ちひろさん、それにピアノ伴奏の

池田サラジェーンさんの筑波大学附

属視覚特別支援学校トリオに贈られ

た＝写真。 

 コンクールのあと三浦文彰さん

（東京学芸大学附属世田谷中学３

年）がプロコフィエフ作曲ヴァイオ

リンソナタ第２番を特別演奏。ピア

ノの田中麻紀さんと華麗なアンサン

ブルを会場に響かせた。 

 審査はヴァイオリニストの和波孝

禧、鍵盤楽器演奏家の武久源造、合

唱指揮者の淡野弓子、毎日新聞専門

編集委員の梅津時比古の４氏があた

り、コンクール終了後に和波、淡野

両先生に直接話を聞く機会を設けた

ため、多くの出場者が貴重なアドバ

イスを受けた。 

 入賞者は次の通り。（敬称略、数

字は学年） 

【ピアノ課題曲の部】１位＝水野隆

（東京都足立区立五反野小３） 

【ピアノ自由曲の部小学生】１位＝

志岐竜也（東京都立八王子盲・小

４）▽２位＝吉岡千尋（京都府立盲

舞鶴分校・小４）▽３位＝市川純也

（奈良県天理市立前栽小６） 

【ピアノ自由曲の部中学生以上】１

位＝飯島輪（熊本県立盲・専１）▽

２位＝横山隆臣（筑波大附視覚特別

支援・高３）▽３位＝中西良輔（千

葉県立千葉盲・高２）▽奨励賞＝國

枝大祐（京都府立盲・専３） 

【弦楽器の部】１、２位＝該当者な

し▽３位＝横山響子（岐阜県立岐阜

盲・高２） 

【その他の楽器の部】１～３位＝該

当者なし▽奨励賞＝山崎咲江（筑波

大附視覚特別支援・高３） 

【独唱２部】１位＝池田サラジェー

ン（筑波大附視覚特別支援・高２）

▽２位＝北原新之助（筑波大附視覚

特別支援・高３）▽３位＝桝井彩加

（大阪府立盲・専１）▽奨励賞＝大

山卓三（東京都立文京盲・高３）、

山本康平（大阪府立盲・専１） 

【重唱・合唱の部】１位＝北原新之

助、高山ちひろ（筑波大附視覚特別

支援・高３、専２）▽２、３位＝該

当者なし▽奨励賞＝ヘレン・ケラー

学院 

【ヘレン・ケラー賞】重唱・合唱の

部＝北原新之助、高山ちひろ、池田

サラジェーン 

第57回記念音楽コンクール 

  
 2007 年 度 の ヘ レ ン ケ

ラー・サリバン賞（第 15
回）は、中国天津市の天津

市視覚障害者日本語訓練学

校（天津日本語学校）の李

勝彦校長（63）＝写真＝に

決定した。贈賞式は「国際

交流基金が12月に中国で実

施する日本語能力試験を目

指して、学生がラストス

パートで頑張っている最中

に校長が学校を留守にはで

きない」という李氏の意向

を尊重し、年が明けて１月

18日に当協会で行う。 

 アジア視覚障害者教育協

会の青木陽子会長が、中国

天津市に日本語学校を設立

したのは1995年。以来10余
年、現在までに77人（視覚

障害48人、健常29 人）の日

本語能力試験合格者を出

し、９人が日本へ留学して

いる。同校では、これまで

視覚障害受講生75人、同通

信生 125 人に加

え、肢体不自由

13人、健常162人
と、計375人の学

生を受け入れて

きた。巣立った

人々の日本語能

力の高さはわが

国でも定評のあ

るところだ。 

 このように全盲の青木氏はたぐいまれ

な行動力で日本語学校の発展に尽力して

きたが、その青木氏を公私ともに献身的

に支えてきたのが、「中国の両親」と彼

女が慕ってやまない李勝彦・傳春霞夫妻

だったのである。青木氏と李勝彦夫妻

は、李氏のご子息である李爽氏が日本に

留学し、青木さんに中国語を教えた縁で

出会い、絆がはぐくまれて天津日本語学

校へとつながっていった。 

 受賞について李氏は「本来なら創立者

の陽子が校長になるべきところだが、

『外国人は、法的責任を負う資格を持た

ない』という法律があり、こちらにま

わってきただけです」と謙遜する。しか

し、サリバン賞に関しては「なにより祖

母と母の祖国である日本から認められた

のが嬉しい」と、手放しで喜んでいた。 

07
年
度
ヘ
レ
ン
ケ
ラ
ー
・
サ
リ
バ
ン
賞 
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東京ヘレン・ケラー協会 
〒169-0072 

 東京都新宿区大久保３－１４－２０ 

本部、ヘレン・ケラー学院 
電話 ０３（３２００）０５２５ 

ＦＡＸ０３（３２００）０６０８ 

点字図書館 
電話 ０３（３２００）０９８７ 

ＦＡＸ０３（３２００）０９８２ 

点字出版所、盲人用具センター、 

海外盲人交流事業事務局 
 東京都新宿区大久保３－１４－４ 

電話 ０３（３２００）１３１０ 

ＦＡＸ０３（３２００）２５８２ 

 

 ホームページもご覧ください。 

   http://www.thka.jp/ 
 
 

 ９月４日から７日にかけて、点字

印刷機（ＧＰＢ３）の視察のため、

上海虹橋（こうきょう）空港近くの

上海市盲童学校（上海低視力学校）

を迫所長はじめ点字出版所職員５名

が訪問した。 

 当協会の英国製固型点字高速印刷

輪転機は、点字出版所（当時は点字

出版局）が開設された1968年から稼

働し続けており、今年で１号機が40
年、２号機が35年になる。このため

輪転機の老朽化と環境問題の面から

代替機導入が検討され、今回の視察

となった。 

 上海市盲童学校の点字出版所（盲

文印刷所）には、ドイツ・ブレイル

テック社製の自動点字印刷機ＧＰＢ

３が１台、同ハイデルベルガー３台

（自動紙送り２台、手動紙送り１

台）の計４台の点字印刷機があっ

た。見学の主目的であったＧＰＢ３

は、自動紙送り装置が故障し稼働し

ていなかったが、印刷を行っていた

ハイデルベルガーのカット紙自動紙

送りの印刷機がＧＰＢ３と同じ構造

だったため、大いに参考になった。

印刷用紙はＡ３の更紙（わら半紙）

の厚めのもの、原板はＡ４のアルミ

板を使用していた。固型印刷機に比

べ、原版および紙の交換はきわめて

容易であったことが印象に残った。 

 ＧＰＢ３の印刷速度は１時間当た

り1000～2500枚。2500枚ならその能

力は、当協会の固型印刷機と同等で

ある。騒音は大幅に解消されている

というが、サイズは長さ 2050×幅

1775×高さ1835ｍｍ、重さ3800ｋｇ

と大型化している。 

 実際に印刷されたものは、鮮明で

読みやすい点が出ていた。できれば

持参した上質紙の点字用紙と亜鉛の

原板で印刷を試してみたかったのだ

が、技術的に無理であった。 

 今後は初期設定、汎用性、メンテ

ナンス、部品の確保などの問題点を

一つ一つドイツのメーカーと交渉し

ていく予定である。 

（点字出版所製版課長・藤森 昭） 

上海で点字印刷機を視察 
迫出版所長ら、導入に備え研究 
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今
回
の
サ
ポ
ー
ト
グ
ッ
ズ
フ
ェ
ア
は
、
音
声

サ
ー
ビ
ス
や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
活
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す
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団
体
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
あ

ふ
れ
る
フ
ェ
ア
と
な
っ
た
。
音
声
サ
ー
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は
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イ
ジ
ー
版
週
刊
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や
書
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作
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テ
ー
プ
版
読
書
会
、
新
聞
代
読
サ
ー
ビ
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の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
京
福
祉
文
化
事
業
団
ゆ

い
の
会
、
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声
ガ
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付
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映
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製
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Ｃ
Ａ
Ｐ
／
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ィ
・
ラ
イ
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モ
ン
キ
ー
マ
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が
活
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を
紹
介
し
た
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方
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ン
・
ケ
ラ
ー
学
院
主
催
の
無
料

体
験
マ
ッ
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は
、
近
隣
の
方
へ
の
感
謝
を

込
め
て
、
学
院
生
が
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
サ
ー
ビ
ス

し
た
。
例
年
に
な
い
猛
暑
続
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れ

切
っ
た
体
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
て
も
ら
っ
た
人
た

ち
は
大
喜
び
だ
っ
た
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★順調に進む「毎日 

奨学金事業」を確認 

ネパール訪問  

                   

 10月24日から11月６日の日程で、

統合教育校の視察を中心とした事業

管理のために、ネパールを訪問し

た。今回の眼目は、毎日奨学金事業

の対象校である７校のうち、昨年行

けなかった２校を含む４校の視察。

途中、住民の示威行動による道路閉

鎖に遭遇したが、幸運に恵まれ、そ

れをすり抜けて目指す学校に行くこ

とができた。 

 ネパールは、昨年国名をKingdom 
of Nepal（ネパール王国）からState of 
Nepal（ネパール国）に変更したの

で、今年度社会科の教科書が改訂さ

れた。しかし、新学期にやっと間に

合うように墨字版が発行されたた

め、点字版はそれからの製作とな

り、今年度は授業に間に合わなかっ

た。これが一因となり、大きくてか

さばる点字教科書を嫌い、他の教科

でも持参しない男子生徒が続出。そ

れを目にしたので、ネパール盲人福

祉協会（ＮＡＷＢ）に対応を勧告

し、すべての統合教育校に手紙を出

して、授業中は、視覚障害児にかな

らず点字教科書を使うよう徹底させ

ることにした。 

 このような改善する点もみられた

が、治安もよくなり、毎日奨学金事

業はおおむね順調に進捗していた。 

 ＣＢＲセンター改修工事と、バラ

郡ドゥマルワナ校の増築工事は、都

合１カ月かかるダサインとティハー

ルというお祭りが開けた12月に着工

する計画。これらのお祭りは、日本

でいえば盆と正月が一緒にきたよう

な、ネパール人であれば誰もが浮か

れる季節だったので、緊張感が欠け

た態度がみられたのも、あるいはや

むを得なかったのかも知れない。 
(海外盲人交流事業事務局長・福山 博） 
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